職務経歴書（店長職＿アパレル業界のサンプル）
        

20××年×月×日現在

氏名：○○　○○
≪職務経歴≫
20×年×月　株式会社○○入社
【事業内容】
直営ショップ／オンラインショップの運営


自主ブランドの企画／生産、販売


ブランド管理、ライセンス事業
【従業員数】
×××名
【資本金】

××億円
20××年×月　直営店○○○店配属
【店舗月平均売上高】×××万円
【従業員数】×名
＜業務内容＞
· 販売
：　海外からの輸入メンズブランドのコーディネート提案による販売。

· 在庫管理
：　台帳による店舗在庫の商品管理。
＜実績＞
月目標売上金額×××万円に対し、月平均×××万円の売上を達成。
お客様の購入商品に対してほかのアイテムを用いたコーディネートや組み合わせの例を提案することでお客様の購入意欲を高め、客単価の向上を図った。
20××年×月　□□店に配属　店長へ昇格
【店舗月平均売上高】×××万円
【従業員数】×名
＜業務内容＞
上記業務に加え、以下の業務に従事。
· MD
：メンズグループの顧客分析（客層・ニーズ・動向）を行い、バイヤーへの


フィードバックや上顧客へのサービスを具体的に反映し、適正な商品の


仕入れや管理を行う。

· レイアウト
：雨天時のレイアウト工夫のほか、敷居を低く見せるため、高額商品を


店内の奥に配置し、手頃な価格帯の商品を入口付近に配置するよう変更。


来店者数の増加に寄与。
＜実績＞

年間売上目標××億円に対して配属×年目の20××年度に×××％達成に成功。
20××年度から現在まで、年間目標に対し、常に×××％～×××％達成を維持している。
≪強み≫

· 目標達成意欲　：　店長職として年間売上目標××億円達成への施策を提案し、実行した

○○店へ配属当初、商品の在庫や客層に合わない商品の仕入れがあった。それに対し、在庫コントロールや綿密な顧客分析に基づくバイヤーへのフィードバック、品目の整理などを計画して取り組んだ結果、配属×年目で予算×××万円に対して×××万円を達成。現在に至るまで売上目標に対し、常に×××％以上の達成を続けている。

· マネジメント　：　部下×名に対する指導

教育や指導、商品知識の勉強会はもちろん、目標設定や評価も行っている。フィードバックの際には、複数の指摘を一挙に行うのではなく、問題点をひとつひとつクリアできるような指導を心がけている。また新たな取り組みとして、店長とスタッフ間の役割確認のため、360度マネジメントサーベイを実施し、店舗の活性化に繋げた。
· 売上向上施策の計画と実施　：　雨天時の陳列に対する工夫

雨天など悪天候の際に、一部の大きな商品の売上が顕著に減少している傾向が明らかになった。これを踏まえ、天候に応じた柔軟な陳列変更を実施し、小物類の充実や雨天時専用の商品レイアウトなどを試行。また、朝会にて「本日の注力商品」を選定し、提案を進めることで、悪天候時の売上を低減させ、結果として売上の拡大を実現した。

●　キャンペーン・イベントの企画　：　売場レイアウトを改善
20××年の夏／冬のキャンペーンにおいて、計×店舗で大幅な売場変更を実施した。本部の了解を得て、他店との差別化のために期間限定で店内の配色、装飾を変え、従業員へのメーク指導を行った。結果的に両店で××××万円→××××万円、××××万円→××××万円の大幅な売上増を達成した。

≪PCスキル≫

代表的なOffice製品の基本的操作はおおむね習得、現在Accessを用いたデータベース管理を独学ながら学習中。

Word

：　社内用会議資料の作成、POP作りに使用。
Excel

：　部下の売上予実管理など部内業績資料の作成、管理など。



　　基本的な関数計算、グラフ作成等。

PowerPoint
：　本部向け資料、ならびに社外用プレゼンテーション資料の作成。
以上

